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７月に全校児童生徒を対象とした学校生活全

般についてのアンケート調査を行いました。平

均点数は、「そう思う」を４点、「やや思う」を

３点、「やや思わない」を２点、「そう思わない」

を１点として計算していますので、３点以上だ

と肯定的な回答だったと判断できます。

学習面の「４ 自分の考えを進んで発表する」

を除いては、平均が３点以上の肯定的な回答と

なりました。子どもたちは必ずしも「発表」を

しないというわけではありません。しかし、「進

んで」行っているかと聞かれると、肯定的な回

答はできなかったのかもしれません。

この項目は、本校では毎年点数が低く、子ど

もたちと教員の課題となっています。どう話し

たらよいのか分からない、人前で話すことが苦

手など、発表できない理由は様々あると思いま

す。私たち教員は「間違ってもいいんだよ」と

促すばかりでなく、子どもたちの多くは間違い

たくないと思っていることを理解し、話し始め

の言葉を示したり、同意発表や途中発表なども

大切に扱い、子どもが話してよかったと思える

経験を積み重ねていかなければなりません。

学んだことを人に説明することは、着実な理

解を必要とし、理解したつもりでいる曖昧な点

を明らかにするという効果があります。子ども

たちには、自分が解ける・分かることで満足せ

ずに、意欲的に発言することを今後も促してい

きたいと思います。



９月21日（土）に、次の日程で祖父母参観を

開催いたします。

日程 ３校時 10:30～11:15

４校時 11:25～12:10（12:15）

内容 １～６年生の授業等の自由参観

この日、中体連の秋季大会参加やテスト実施

等で後期生を参観することはできませんが、保

護者・ご家族の皆様には、是非ご来校いただき、

前中期の子どもたちの様子をご覧いただきたい

と思います。

夏休み中の８月１日に、９年生が「自主的・

自発的な活動を通して、ボランティア精神を涵

養する」ことを目的に福祉体験に、８月５～７

日に、８年生が「自分と社会との関わり感じ取

り、将来の夢や希望を描いて実現を目指す態度

を育てる」ことを目的に職場体験学習に取り組

みました。

福祉体験は、「井川さくら駅」「さくら苑」「シ

ョートステイらいらっく」「一人暮らしの個人

宅」の４か所で、職場体験学習は近隣地域の12

か所の職場で活動をさせていただきました。

両活動とも、地域の関連諸機関や職場の皆様

のご理解とご協力があってこそ実施できるもの

です。心より感謝申し上げます。

職場体験活動は、各職場２名程度ですので、

心細かったとは思いますが、自分から関わるコ

ミュニケーションの大切さなどに気付くことが

できたのではないでしょうか。社会に出て仕事

をすることの大変さを少しだけ感じることがで

きた貴重な機会でした。

７月27日（土）に行われた「全日本吹奏楽コ

ンクール秋田県大会」の中学校小編成の部にお

いて、吹奏楽部が見事に金賞を受賞しました。

当日の演奏順は１番でしたので、緊張したこ

とと思いますが、素敵な演奏で会場の雰囲気を

温めることができました。

吹奏楽部を応援しようと、子どもたちも会場

のミルハスにかけつけていました。この後、学

校祭や秋のコンサートの演奏がありますので、

保護者の皆様には、是非、学校に足を運んでい

ただき、演奏を愉しんでいただければと思いま

す。

８月27日（火）に、

男鹿潟上南秋中学校

英語暗唱弁論大会が

行われ、暗唱の部に

は８年生の※※※※

さんが参加して３位

入賞、弁論の部には９年生の※※※※さんが参

加して２位入賞でした。おめでとうございます。

なお、この発表は、７日（土）の学校祭の第

１部で９時５分頃よりご覧いただける予定で

す。どうぞ、体育館へ足を運び、二人の表現を

ご覧くださいますようお願いいたします。


